
ユーザーズガイド正誤表
　～設置と接続～
「Express5800/120Rc-2 ユーザーズガイ
ド（804-091401-001-0　初版）」の「ハー
ドウェア編」－「設置と接続」にあるラックへの
取り付け手順（97～103ページ）に一部誤った
記載がありました。お詫びとともに本書で訂正
いたします。
本書に記載している手順に従って正しく、安全
にExpressサーバをラックへ取り付けてくだ
さい。

重要�

ⓦ 本書の説明をよく読んでから取り付けてください。「安全上のご注意」は必ずお読みください。

ⓦ 本書は大切に保管しておいてください。

ⓦ ラック本体の設置や組み立てについてはラックに添付の説明書、またはExpressサーバに
添付のCD-ROM内にあるオンラインドキュメントをご覧ください。

ⓦ ラックからの引き出しや取り外し方法については、Expressサーバに添付のユーザーズガ
イドに記載しています。

　安全上のご注意　～必ずお読みください～

Expressサーバをラックへ正しく安全に取り付けるために、次の注意事項を必ずお守り
ください。また、Expressサーバに添付の「ユーザーズガイド」に記載されている注意事
項についてもお読みください。

警告�指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。

規格以外のラックで使用しない

本装置はEIA規格に適合したExpressサーバ用のラックに取り付けて使用します。EIA規格に適
合していないラックに取り付けて使用したり、ラックに取り付けずに使用したりしないでくだ
さい。本装置が正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがありま
す。Expressサーバで使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせくださ
い。

注意�指示を守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示します。

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない

複数台のデバイスをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。装置は一度に1
台ずつ引き出してください。

定格電源を超える配線をしない

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回路の定格負荷
を超えないようにしてください。電気設備の配線とインストール用件に関しては、電源工事を
行った業者、または管轄の電力会社にお問い合わせください。

<続く>

一人で持ち上げない

本装置の質量は最大26kg（構成によって異なる）あります。一人で運ぶと腰を痛めるおそれが
あります。装置は二人以上で底面をしっかりと持って運んでください。また、フロントベゼル
を持って、持ち上げないでください。フロントベゼルが外れて落下し、けがの原因となりま
す。

カバーを外したまま取り付けない

本装置のカバー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内部の冷却効果
を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火災や感電の原因となること
があります。

指を挟まない

ラックへの取り付け・取り外しの際にレールなどで指を挟まないよう十分注意してください。

取り付け部品の確認

ラックへ取り付けるために次の部品があることを確認してください。

取り付け手順　～NEC製ラック/他社製ラック～

本装置はNEC製、および他社製のラックへ取り付けることができます。次の手順で装置
をラックへ取り付けます。

重要�

NECのラック（N8540-28/29/38）への取り付けについては、この後の「取り付け手順
～N8540-28/29/38用～」をご覧ください。モデルの識別はラックに貼り付けられている
装置銘板で確認できます。

1. ガイドレール（U）アセンブリのスライドブラ
ケットを固定しているネジ8本をゆるめる。

ラックの奥行き（前後の支柱間）にガイドレー
ル（U）アセンブリの長さを合わせるためで
す。ネジをゆるめるとスライドブラケットが
前後にスライドします。

番項 称名 量数 考備

① ルーレドイガ )U( リブンセア 2 み済け付り取に置装はルーレーナンイ

② トッケラブクッラ 2 83/92/82-0458N 用専

③ トッケラブルーレ 2 83/92/82-0458N 用専

④ リブンセアムーア )AS( 1

⑤ トッケラブムーア 1

⑥ イタルブーケ 02 さ長 mc52:

⑦ ジネ A 8 ジネリミ

⑧ ジネ B 4 じねチンイ

⑨ ジネ C 02 き付ャシッワ
83/92/82-0458N 用専

⑩ ャシッワ 8 ャシッワの用⑦

①

②
③

必要な工具

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバのみです。

スライドブラケット

2. ガイドレール（U）アセンブリをラックのフ
レームに位置決めする。

チェック�

ⓦ ガイドレール（U）アセンブリの
取り付け方向を確認してくだ
さい。

ⓦ ラックの支柱にはネジ止め用
の角穴があります。前後の角
穴の間隔が狭い部分がガイド
レール（U）アセンブリの中心に
位置するように位置決めして
ください。NEC製のラックで
は、1U単位に丸い刻印があり
ます。刻印がガイドレール（U）
アセンブリの中心に位置する
ように位置決めしてくださ
い。

ラックの奥行き分の長さが足らない時は、先
端にあるネジ2本を外してスライドブラケッ
ト延ばしてください。

刻印

角穴間が狭い
部分

<次ページへ続く>
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丸2つの刻印
（5U単位にある）

⑧ ⑩⑨⑦

⑤ ⑥

④



2. ガイドレール（U）アセンブリをレールブラ
ケットに取り付ける。

ネジ穴（3カ所）を合わせてからレールブラ
ケットの上にガイドレール（U）アセンブリを
置きます。手順2と同様の方法でレールをス
ライドさせてネジ（手順2で取り外した3本）
で固定します。

7. ラック背面から見て左側のガイドレール（U）
アセンブリにあるレールをラック前面に少し
スライドさせる。

8. アームアセンブリ（SA）の端をガイドレール
（U）アセンブリに固定する。

重要�

上図のようにアームアセンブリ（SA）の継ぎ目の部分とガイドレール（U）アセンブリの先
端を突き当てて、アームアセンブリ（SA）の取り付けに必要なネジをガイドレール（U）ア
センブリからいったん取り外し、アームアセンブリ（SA）と共締めし直します。

9. 2人以上でExpressサーバをしっかりと持っ
てラックへ取り付ける。

注意�

ⓦ　一人で持ち上げない
ⓦ　指を挟まない

Expressサーバ側面のインナーレールをラッ
クに取り付けたレールに確実に差し込んでか
らゆっくりと静かに押し込みます。インナー
レールの差し込み口でプラスチックガイドと
ベアリングレールに差し込むようにすると取
り付けやすくなります。
途中でExpressサーバがロックされたら、側
面にあるレリーズレバー（左右にあります）を
押しながらゆっくりと押し込みます。

チェック�

途中でロックされた場合は、レー
ル中央部分にあるロックレバーの
状態を確認してください。ロック
されている場合は、レバーを水平
にしてロックを解除してから差し
込んでください。

初めての取り付けでは各機構部品がなじんで
いないため押し込むときに強い摩擦を感じる
ことがあります。強く押し込んでください。

10. アームアセンブリ（SA）のもう一方の端を
アームブラケットにネジB（2本）で固定する。

アームブラケットの6個のネジ穴のうち中央
の2個のネジ穴に固定します。

11. Expressサーバを何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題
がないことを確認する。

12. 前面の両側にあるセットスクリューでExpressサーバをラックに固定する。

13. フロントベゼルを取り付ける（「ユーザーズガイド」参照）。

以上で完了です。

取り付け手順　～N8540-28/29/38用～

N8540-28/29/38のラックへ取り付けるときは、次の手順に従ってください。

1. ガイドレール（U）アセンブリからブラケットを取り外す。

レールをスライドさせてネジ（3本）を取り外してください。

3. ラックブラケットを固定する。

ラックブラケットの下側を固定するネジCを
仮止めし（前後とも）、ラックブラケットをネ
ジの上に載せてから固定します。

チェック�

ⓦ ラックブラケットは上側のネ
ジ穴と下側の切り欠き穴で固
定されます。それぞれの穴と
ラックのネジ穴が合っている
ことを確認してください。

ⓦ レールが水平に位置決めされ
ていることを確認してくださ
い。

4. ラックブラケットにガイドレール（U）アセン
ブリをネジC（6本）で固定する。

5. もう一方のラックブラケットにガイドレール
（U）アセンブリを手順1～4と同様の手順で
ラックに取り付ける。

チェック�

すでに取り付けているガイドレー
ル（U）アセンブリと同じ高さに取
り付けていることを確認してくだ
さい。

6. 「取り付け手順　～NEC製ラック/他社製ラック～」の手順6～13を行う。

重要�

ただし、手順8のアームアセンブ
リ（SA）の取り付けでは、右図のよ
うにアームアセンブリ（SA）の継ぎ
目の部分とガイドレール（U）アセ
ンブリの先端を突き当てて、アー
ムアセンブリ（SA）の取り付けに必
要なネジをガイドレール（U）アセ
ンブリからいったん取り外し、
アームアセンブリ（SA）と共締めし
直します。

以上で完了です。

ケーブル接続時の注意事項

ケーブルを接続するときは次の点について注意してく
ださい。

ⓦ ケーブルタイで固定してください。

ⓦ ケーブルがラックのドアや側面のガイドレー
ルなどに当たらないようフォーミングしてく
ださい。

ⓦ 電源コードは装置のACインレット部分で少し
たるませる程度にフォーミングしてくださ
い。装置を引き出したときに電源コードが抜
けるのを防ぐためです。

ⓦ 電源コードのプラグ部分が圧迫されないよう
にしてください。

3. ガイドレール（U）アセンブリをネジA（2本、
前後で4本）とワッシャ2個（前後で4個）で固
定する。

チェック�

ⓦ ガイドレール（U）アセンブリの
先端にあるフレーム先端が
ラックの角穴のフレームに突
き当たっている状態で、レー
ルのネジ穴（4個）が角穴から確
実に見えていることを確認し
てください。

ⓦ レールが水平に位置決めされ
ていることを確認してくださ
い。

4. 手順1でゆるめたネジを締めてスライドブラ
ケットを固定する。

5. もう一方のガイドレール（U）アセンブリを手順1～4と同様の手順でラックに取り付ける。

チェック�

すでに取り付けているガイドレール（U）アセンブリと同じ高さに取り付けていることを
確認してください。

6. ネジB（2本）でアームブラケットを装置背面
に取り付ける。

レリーズレバー

ベアリング
レール

プラスチック
ガイド

インナーレール

ブラケット

ガイドレール（U）
アセンブリ

ガイドレール（U）
アセンブリ

レールブラケット

ラック
前面側

ラック
背面側

ラック
ブラケット 切り欠き穴

ネジ穴

ガイドレール（U）
アセンブリ

ラックブラケット

ケーブルタイ


